
資料を手に取り説明を聞く学校長

「神奈川県立白山高等学校」学校長訪問
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
合
わ
ず
お
会
い
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
青
木
広
報
官
が
同
校

校
長
と
面
会
し
た
。
担
当
区
内
で
重
点
校
と
さ
れ
た
同
校
で
は
あ
る
が
、
な
か
な
か

日
（
火)

、
近
藤
所
長
と
青
木
広
報
官
が
神
奈
川
県
立
白
山
高
等
学
校
へ
訪
問
し
、
学

在
籍
中
の
対
象
者
か
ら
学
校
の
様
子
を
聞
き
、
足
繁
く
学
校
へ
通
い
、
進
路
指
導
主

任
の
教
諭
へ
誠
意
を
示
す
こ
と
が
で
き
、
よ
う
や
く
学
校
長
と
の
面
会
が
実
現
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

同
校
か
ら
は
、
今
ま
で
も
数
名
入
隊
者
を
輩
出
し
て
い
た
が
、
平
成
３
０
年
春
に

は
一
般
曹
候
補
生
１
名
と
自
衛
官
候
補
生
２
名
の
合
計
３
名
が
入
隊
し
、
陸
上
自
衛

隊
武
山
駐
屯
地
や
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
で
新
隊
員
教
育
を
受
け
て
い
る
入
隊

張
っ
て
く
れ
て
い
る
の
は
嬉
し
い
限
り
で
す
」
と
の
声
を
も
ら
っ
た
。

在
校
生
が
先
輩
に
続
き
自
衛
隊
を
進
路
の
一
つ
と
し
て
選
択
し
て
も
ら
え
る
よ
う

高
校
生
が
受
験
可
能
な
各
種
目
に
つ
い
て
所
長
自
ら
熱
く
説
明
を
し
た
。
資
料
を
差

し
出
す
と
、
学
校
長
は
積
極
的
に
手
に
取
り
説
明
を
聞
き
入
っ
て
い
た
。
そ
の
様
子

か
ら
熱
意
が
伝
わ
っ
た
よ
う
に
見
え
た
。

在
校
生
に
向
け
て
Ｐ
Ｒ
で
き
る
よ
う
学
校
内
に
ポ
ス
タ
ー
掲
示
を
お
願
い
し
た
と

こ
ろ
、
学
校
長
は
快
く
引
き
受
け
て
く
れ
、「
教
員
向
け
に
自
衛
隊
の
説
明
会
を
実
施

し
て
も
ら
う
こ
と
は
可
能
で
す
か
」
と
前
向
き
な
提
案
が
あ
っ
た
。
自
衛
隊
を
理
解

し
て
頂
き
非
常
に
有
意
義
な
時
間
と
な
っ
た
。

市
ケ
尾
募
集
案
内
所
は
「
神
奈
川
県
立
白
山
高
校
の
学
校
長
と
直
接
お
話
を
す
る

に
同
校
か
ら
今
ま
で
以
上
の
志
願
者
獲
得
と
入
隊
者
輩
出
に
繋
げ
て
い
き
た
い
」
と

機
会
を
設
け
、
自
衛
隊
を
理
解
し
て
頂
け
た
成
果
は
大
き
か
っ
た
。
先
生
達
と
一
緒

者
に
つ
い
て
現
況
を
報
告
す
る
と
、
学
校
長
か
ら
「
卒
業
生
が
次
の
ス
テ
ー
ジ
で
頑

学生居住区を説明する司令

高等工科学校の紋章を

研修先で再会、ご子息の姿に感動の涙
・
空
自
衛
隊
の
駐
屯
地
・
基
地
が
あ
り
、
防
衛
大
学
校
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
、
海
上

む
同
家
族
会
２
０
名
に
対
し
部
隊
研
修
を
支
援
し
た
。
横
須
賀
市
は
、
日
本
で
唯
一
、
陸
・
海

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
市
ケ
尾
募
集
案
内
所(

所
長　

近
藤
１
空
尉)

は
６
月
１
２

神
奈
川
地
方
協
力
本
部
横
須
賀
地
域
事
務
所
（
所
長　

松
浦
１
海
尉
）
は
、
平
成
３
０
年
６

月
２
０
日
（
水
）
三
浦
半
島
地
区
自
衛
隊
家
族
会
に
今
年
度
入
会
さ
れ
た
６
名
の
ご
父
兄
を
含

自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
等
が
あ
る
。
今
回
の
研
修
先
は
海
上
自
衛
隊
護
衛
艦
隊
第
１
護
衛
隊
群

第
１
護
衛
隊
所
属
の
護
衛
艦
「
む
ら
さ
め
」
及
び
武
山
駐
屯
地
で
の
体
験
喫
食
、
海
上
自
衛
隊

横
須
賀
教
育
隊
、
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
の
順
で
行
わ
れ
た
。

当
日
は
、
台
風
の
影
響
で
朝
か
ら
大
粒
の
雨
が
降
る
中
で
研
修
が
始
ま
っ
た
。
悪
天
候
の
中
、

護
衛
艦
「
む
ら
さ
め
」
の
乗
員
が
舷
門
で
出
迎
え
た
の
ち
艦
内
の
艦
橋
、
食
堂
、
居
住
区
な
ど

を
約1

時
間
見
学
し
た
。
家
族
会
の
会
員
か
ら
「
息
子
が
乗
る
か
も
し
れ
な
い
護
衛
艦
を
見
ら

う
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
そ
の
後
、
横
須
賀
地
方
総
監
部
管
理
部
長
（
佐
々
木
１
佐
）
か

ら
家
族
会
に
対
し
、
海
上
自
衛
隊
の
現
状
説
明
を
含
む
講
話
が
実
施
さ
れ
、
家
族
会
の
方
々
か

ら
「
非
常
に
分
か
り
や
す
く
理
解
で
き
た
」
と
の
声
が
多
く
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
武
山
駐
屯
地
の
食
堂
で
高
等
工
科
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
御
幸(

み
ゆ
き)

カ
レ

し
た
息
子
と
面
会
し
た
。
そ
の
中
の
鈴
木
孝
太
郎
君
の
お
母
さ
ん
か
ら
横
須
賀
地
域
事
務
所
の

っ
て
来
れ
な
い
の
で
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
以
来
の
元
気
な
姿
が
見

午
後
に
実
施
し
た
、
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
教
育
隊
の
研
修
で
は
、
横
須
賀
教
育
隊
司
令
（
島

び
短
艇
訓
練
、
防
火
実
習
な
ど
の
現
場
説
明
を
行
っ
た
。
家
族
会
会
員
も
和
や
か
な
雰
囲
気
の

ど
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
た
。
家
族
会
会
員
か
ら
は
「
規
則
正
し
い
生
活
と
す
ば
ら
し
い
環

し
て
い
る
。

図
る
」
と
述
べ
た
。

家
族
会
会
長
（
曽
我
部
長
船
さ
ん
）
は
「
こ
れ
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な
部
隊
研
修
を
通
じ
防

等
工
科
学
校
の
研
修
で
は
、
講
堂
及
び
資
料
館
を
見
学
す
る
と
と
も
に
、
教
務
中
の
学
生
が
き

れ
て
良
か
っ
た
。
護
衛
艦
に
勤
務
し
て
活
躍
し
て
欲
し
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
息
子
を
思

説明する広報担当者

し
て
い
る
。

ー
」
を
体
験
喫
食
し
、
一
部
の
父
兄
は
平
成
３
０
年
度
に
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
へ
入
校

丸
山
広
報
官
に
対
し
て
「
息
子
に
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
土
日
は
忙
し
く
て
な
か
な
か
帰

ら
れ
て
安
心
し
ま
し
た
」
と
話
し
涙
ぐ
む
場
面
も
あ
り
感
動
の
再
会
を
喜
ん
で
い
た
。

村
１
佐
）
自
ら
横
須
賀
教
育
隊
の
現
状
説
明
及
び
質
疑
応
答
を
行
う
と
と
も
に
、
学
生
隊
舎
及

中
、
各
施
設
を
見
学
し
興
味
を
示
し
な
が
ら
真
剣
に
司
令
の
話
に
耳
を
傾
け
、
質
問
を
す
る
な

横
須
賀
地
域
事
務
所
は
「
今
後
も
家
族
会
の
と
連
携
し
て
募
集
活
動
に
邁
進
し
て
い
く
」
と

衛
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
市
民
と
自
衛
隊
と
の
架
け
橋
と
し
て
防
衛
思
想
の
普
及
と
高
揚
を

び
き
び
し
た
行
動
に
会
員
が
感
動
す
る
な
か
１
日
の
研
修
は
終
了
し
た
。

境
で
息
子
が
頑
張
っ
て
い
る
と
思
う
と
安
心
し
た
。」
な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
た
。
最
後
の
、
高


